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茶園に生息する土着天敵類に対する各種農薬の影響

静岡県農林技術研究所茶業研究センター　小澤朗人(現在､静岡県立農林大学校)

はじめに

チヤを加害する害虫種は120種以上(応動昆･農林害虫名鑑)とされているが､一

般の茶園で防除対象となる害虫種は1 0種程度である｡これらの中でも特に現場で問題

となる害虫種は､クワシロカイガラムシ(以下､クワシロ)やハマキガ類､カンザワハ

ダニ､チヤノミドリヒメヨコバイなどである(茶農家を対象としたアンケート調査より)｡

特にクワシロについては､本種に卓効を示すピリプロキシフ工ンMC剤が登場(2007

年)するまでは頻繁に注意報が発令され､現地では激甚な被害も散見されていた｡こう

した激しい被害茶園における虫の寄生状況をよく観察すると､土着天敵をほとんど確認

できないことが多い｡このことからも､チヤ害虫の密度制御には土着天敵の活動が大き

く寄与しており､天敵類の発生には散布農薬の影響か大きく影響していることが推察さ

れた｡本講演では､茶園に生息する土着天敵類の多様性を紹介するとともに､害虫密度

に大きく関与していると考えられる数種の天敵昆虫に対する各種農薬の影響評価結果

について紹介する｡

1.　茶園に生息する土着天敵の多様性

永年性常緑樹であるチヤ樹は樹霜内部に複雑な立体構造を有しており､樹冠面が散布

農薬から内部に生息する天敵類を保護する機能を持つ｡こうした特殊な環境により､茶

園に生息する小型節足動物の生物多様性は一年生作物や落葉樹よりも豊かと考えられ

る｡茶園に生息する土着天敵類も多極多様であることが経験的には知られているが､そ

の実態については不明な点が多い｡演者らは､ 2008年から201 1年にかけて国庫事

業･生物多様性プロジェクトの一環として､茶園に生息する寄生蜂類､カブノダニ類､

テントウムシ類､クモ類､ゴミムシ類など主要な土着天敵群を構成する程類や年間消長

について､様々なトラップで捕獲した延べ約10万頭の天敵類を分類･識別して調査し

た｡

その結果､クモ類では58種以上､ゴミムシ類では8種以上､寄生蜂類では19科

以上(第1表) ､テントウムシ類では9種以上､カブノダニ類では12種以上を確認

した｡寄生蜂類ではクワシロの寄生者であるチビトビコバチなどトビコバチ科やツヤコ

バチ科の個体数が多く､テントウムシ類ではやはりクワシロの捕食者であるハレヤヒメ

テントウの個体数が多かっだ｡カブ｣ダニ類では､センター内茶園､現地茶園ともにニ

セラーコカナノダニの個体数が多く､外来種であるチリカプリダニも調査した茶園のほ

とんどで確認された｡なお､チリカブノダニは2009年に茶園での生息を初めて確認

し､その後､県内の茶園で広く確認されるようになった｡防除圧の異なる茶園(無農薬､

減農薬､慣行防除)間での比較では､寄生蜂のアザミウマタマゴバチなどでは処理区同
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第1表　防除圧の異なる茶園において黄色粘着トラップに捕獲された寄生蜂類の
一覧(センター内での調査.表中数値は捕獲数.小澤･内山. 2018を改変)
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の差が明瞭となり(第1図) ､一部の天敵種では農薬の影響が示唆されだが､防除圧

の影響があまりはっきりしない天敵種も多かっだ｡

第1図　黄色粘着トラップによるアザミウマタマゴパテの捕獲消長

(センター内茶園,2008年) (小澤･内山.2018を改変)
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2.　　数理天敵昆虫に対する各種農薬の影響(室内機定)

土着天敵の中でも､防除上､特に重要と考えられるクワシロの天敵種の中から､屡占

種であるチビトビコバチ､ハレヤヒメテントウ､ヒメアカホシテントウ(第2図)に

対する各種農薬の影響評価を室内検定により実施した｡また､ 2004年に京都府で初

確認され､静岡県には2010年に侵入した新害虫のチヤトゲコナジラミの有力天敵で

あるシルベストリコバチおよびクロツヤテントウ(第2図)に対する農薬の影響もあ

わせて調べた｡

I

. i超‥

第2図　薬剤検定に供試した3種類のテントウムシ類の成虫(左:ハレヤヒメテントウ,中:

ヒメアカホシテントウ,右:クロツヤテントウ)

(1)チビトビコバチに対する差薬の影響

本寄生蜂の検定法として､成虫が散布剤に直接暴露した場合を想定した薄膜法(アセ

トン希釈)と間接的に接触した場合を想定した処理枝接触法(第3図) ､さらには蠣

(マミー)が薬剤に暴露した場合を想定した薬剤浸漬法を実施した｡
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第3図　チヤ枝を用いた薬剤検定(処理枝接触法)の様子

(写真はハレヤヒメテントウ幼虫を供試中)
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まず､成虫の薄膜法では､供試した多くの薬剤(常用濃度)で死虫率が100%近く

を示したため､薬剤間の殺虫活性の差異をほとんど判別できなかった｡そこで､以降は､

処理枝接触法によって薬剤検定を実施した｡常用濃度で成虫を供試した場合の補正死虫

率に基づき､チヤに適用があり現場で普及している農薬について､その影響ランクを

IOBCの評価基準に従って4段階に分類した一覧表を第2表に示す｡ ｢影響なし～や

や弱｣の農薬としては､殺虫剤ではアセタミプリド､工チプロールなど比較的多くの薬

剤が該当し､ IGR剤や殺ダニ剤など選択性殺虫剤とされている殺虫剤や殺菌剤の全てが

このランクに含まれた｡ ｢影響やや強い｣では､アバメクチンなど8剤が該当し､新

系統のジアミド系ではシアントラニリブロールがこのランクに含まれた｡ ｢影響強い｣

では､アクリナトリンなどの合成ピレスロイド系や有機リン系(アセフェート)に加え

て､スビノシン系の2剤が含まれた｡死虫率100%の｢影響たいへん強い｣では､有

機リン系､合ビレ系に加え､ネオニコチノイド系のクロチアニジンなどが該当し､これ

らの薬剤は一般に非選択性殺虫剤とされているものである｡

第2表　クワシロカイガラムシの寄生蜂チビトビコパテ成虫に対する各種農薬の影

響程度. 10BCの評価基準に従って分類した

成虫の死虫率% 倅Y(篳膵5�6ｩmB�殺菌剤 

0-300`(影響な �4�5ｨ5�7讎ﾄ､ﾂ粨ﾔ�6�7X8ﾘ�ｸ8ｲ�4x6x4ﾈ5H5ﾒﾘ8ｲ��ﾔ�7ﾘ8�4�6�98���xﾘ�褸冀�4�8ﾘ8�986x8�586ﾘ7R�8ﾘ�ｸ8ｲﾈ5h7H8ｸ8�6x7H4x92�5�788ﾘ8�5h7Hﾔ�92�5x4��7H4x986�4X8ﾘ92�6�4�4�8ﾘ7X6ﾘ6り6h7X7Hﾔ�6ﾘ5x6や�7(7Hﾔ�6�5ｲﾘ6rﾈ787H8ｸ7h7�6ょD畑7H8ｸ4ﾈ6�5ﾒ�塩基性塩化銅.クレソキシムメチル.ジフエノコ ナゾ-ル.テブコナゾ-ル.トリフロキシストロビ ン,フエンブコナゾ-ル,フルアジナム〟TPN 
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30-70%(影響 やや強い) �4��ﾈ*ﾘ8�4�6X92�487�5�4�8ﾘ7X6ﾘ6り5h4�986x8�6ｨ8ｨ7R�8ﾘ�ｸ8ｲﾈ5x6ﾘ6X7H8�92�6�4�8�6x4ﾈ5H8��6x8ｸ7Hﾔ��987(8�6り6ｨ6X98788�8�ﾈ788ﾈ6x8ｨ92� 

70-99%(影響 強い) �4�4�8ｨ6�6x8ｨ92�4�5ｨ7H4h�ｸ6r�5�786ﾈ6x8�8��5�72�6ﾘ5H6り6�8ｸ7H4x987X8ﾘ6(4�5り788ｨ5�7�92�7�8ｲ�7�8�4�6X92�8�5ﾈ7�8ｲ� 

100%(影響たい �485ﾈ4ﾈ5H6�4�92�4靠ｸ6�4�6ｨ5x92�4靠ｸ8ｸ7(6ﾘ7｢�5り4�8ﾘ8ｸ7Hﾔ�6�788ｲ�5h8�7H8ｸ4�7Hﾔ�92�7(7H�� 
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注)常用重度を用いた処理枝接触法による室内薬剤桟定結果に基づく

一方､蛸(マミー)の羽化に及ぼす影響(羽化阻害作用)では､一部の有機リン系な

ど非選択性殺虫剤では羽化阻害作用が強かっだものの､総じて成虫に対する殺虫活性に

比べると殺虫活性は弱かっだ(データ略) ｡これは､寄生蜂は寄主の体内にいるため､

薬剤浸漬法によっても寄生蜂の虫体には薬剤が到達しにくいためと考えられた｡

以上より､チヤで使用されている農薬のチビトビコバチに対する影響は､有機リン系

などの非選択性殺虫剤では概して強いが､選択性殺虫剤とされている殺虫剤や殺菌剤で
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は弱いことが判明した｡特に､クワシロの防除剤として現場で使用されているフ工ンピ

ロキシメート･ププロフ工ジンやピリブロキシフ工ン､ピリフルキナゾンの影響は弱く､

これらの薬剤を使用することにより防除と寄生蜂の保護の両立が図れることが示唆さ

れた｡

(2)ハレヤヒメテントウ幼虫に対する震桑の影な

ハレヤヒメテントウ幼虫に対する数種殺虫剤の影響を第3表に示す｡ネオニコ系の

イミダクロプリド､合ピレ系のビフエントリンでは100%の死虫率を示したものの､

クワシロ防除剤として普及している有機リン系のDMTPや､チビトビコパチ成虫に対

しては影響の強かっだクロルフ工ナピルの殺虫活性は弱かっだ｡一方､ IGR系の一極で

あるFJプロキシフ工ンでは成虫が全く羽化せず､強い羽化阻害作用が認められた｡

第3表　処理枝接触法によるハレヤヒメテントウ幼虫に対する音程農薬の影響(小澤.

2005)

供試薬剤　　　　　　　　　　希釈倍率補正幼虫死虫率%　　補正羽化率%

ビフエントリン水和剤

イミダクロプリド水和剤

アセタミナノド水和剤

アセフェート水和剤

1000

1 000

2000

1 000

フエソピロキシメート〃ナナロブ工ジン水和剤　　1 000

DMTP乳剤　　　　　　　　　　　　1 000

クロルフェナピル水和剤　　　　　　　2000

ピリプロキシフェンMC剤　　　　　　1000

(3)ヒメアカホシテントウ成･幼虫に対する農薬の影着

クワシロの捕食性天敵として古くから知られているヒメアカホシテントウに対する

各種殺虫剤の影響では､合ピレ系のビフェントリン､ネオニコ系のジノテフランなどの

幼虫への殺虫活性が強く､有機リン系のDMTPで1 00%の死虫率を示した(データ略)｡

DMTPは成虫に対しても強い殺虫活性を示し､ハレヤヒメテントウが比較的有機リン

剤に強いのに対して､本種では有機リンに対する感受性は非常に高かっだ｡一声､クワ

シロ剤であるフ工ンピロキシメート･ププロフ工ジンは､成幼虫ともに殺虫活性は認め

られなかった｡

クワシロの代表的な捕食性天敵であるテントウムシ類2種の分布に関して､ハレヤ

ヒメテントウは現地の慣行防除園でも広く生息が認められるが､ヒメアカホシテントウ

は減農薬園などこく一部の圃場にのみに限られ､現地の慣行園ではほとんど確認できな

い｡これは､両種の有機リン系など殺虫剤に対する感受性の差異が要因と推察される｡
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(4)シルペストリコバチの鍋(マミー)の羽化に対する教案の影響

チヤトゲコナジラミの有力な天敵であるシルベストリコバチの成虫に対する各種農

薬の殺虫活性については､すでに福山ら(201 1)などの報告がある｡一方､蝿(マミ
ー)の羽化に及ぼす農薬の影響については不明な点が多い｡寄主のチヤトゲコナジラミ

は葉裏に固着寄生するため､ハチのマミーも散布薬剤の暴露を受けやすい｡そこで､寄

生菓こと薬剤に浸漬し､その後の羽化状況を調べる検定法(薬剤浸潰法)により､薬剤

の羽化阻害作用を調べた｡その結果､薬剤の種類のよって羽化阻害率は大きく異なった

(第4図) ｡先行研究で成虫に対して殺虫活性の強いとされている有機リン系やトル

フェンビラドは羽化阻害率も同様に高かった｡一方､成虫に対する間接的暴露では影響

がないとされているマシン油では､羽化阻害作用は高い結果となった｡マシン油は気門

封鎖剤であり､寄主の気門を封鎖することにより､内部寄生しているハチも死亡するこ

とが示唆された｡一方､成虫に殺虫活性が低いとされている選択性殺虫剤のt:lJフルキ

ナゾンやジアフェンチウロンは､ 9引ヒ阻害率も低かっだ｡

0000007000500000幻_ 00
%(掛儲際)掛帥塾単騎

言開 槌����6ﾒ�ﾜr��"�
鯵1. 1七㌔. rii一一 i I-｢.mLや二 

･･･,I,*SA･:iFa:Sl蒲::),N;n葦.薫,,≡,::;:?::;S"S,?,i::i:?,::SiiN窪NSlSi:?a+ciii:?:･1:HS;～go.

第4図　チヤトゲコナジラミの寄生蜂シルベストリコパテ鏑の羽化に及ぼす各種農薬の影

響(小津･内山, 2014を改変)

(5)クロツヤテントウ成虫に対する教案の影響

コナジラミ食とされているクロツヤテントウは､茶園にチヤトゲコナジラミが侵入し

て以降､茶園で頻繁に観察されるようになった｡筆者らがチヤトゲが侵入する以前に実

施した茶園のテントウムシ相の調査では本種を確認していないことから､本種はチヤト

ゲの侵入に伴って外環境から茶園に新たに侵入してきたと推察される｡

本種成虫に対する各種農薬の影響を､処理業接触法により調査した｡その結果を先の

-6-



チビトビコパチの結果と同様にIOBCの4段階の評価基準に分類した(第4表) ｡現

在､茶園で使用されている殺虫･殺菌剤の多くが｢影響なし～やや弱｣に分類され､チ

ヤトゲ防除剤として適用のある殺虫剤も､このランクに含まれる剤が多かっだ｡一方､

有機リン系､合ピレ系､ネオニコ系に加え､ジアミド系のシアントラニリブロールなど

も死虫率100%の｢影響たいへん強い｣のランクとなった｡これらの結果から､本天

敵の保護に当たっては､チヤトゲ防除薬剤は第4表の影響のない薬剤の中から選択す

ることが重要と考えられた｡

第4表　チヤトゲコナジラミの捕食性天敵クロツヤテントウ成虫に対する各種農薬の影響

程度(処理案接触法). IOBCの評価基準に従って分類した.赤字はチヤトゲコナジラミに適用

のある薬剤(小澤･内山, 2016より作成)

0-so鱒(影書なし-やや弱い) �8�6x4ﾈ5h7Hﾔ�6ﾘ5x6��Y��{B�#���

ルフエヌロン乳剤(5) 

ブルペンジアミド水和剤(18) 

クロラントラニリブロール水和剤(10) 

アバメクテン乳剤(1,8) 
エマメクチン安息香織塩乳剤(1) 

ミルベメクチン乳剤(1) 
エチプロール水和真部10 

クロルフ工ナビル水和剤(10) 
ジアブエンチウロン水和剤(50) 

スピロメシフエン水和剤(30) 

トルフエンビラド乳剤(15) 

ピリフルキナゾン水和剤(20) 
マシン油乳剤(97) 

エトキサゾ-ル〟ピリミジフエン水和剤(8+3.6) 

フエンピロキシメート,ブプロフエジン水和剤(4+20) 

アゾキシストロビン水和剤(20) 
フエンブコナゾ-ル水和剤(22) 

フルアジナム水和剤(39.5) 

TPN水和剤(40) 

30-70%(影書やや論い) �5h8�7X8ｸ4�7H4x99�Y��lｃ#���
スビノサド水和剤(20) 

70-99%(影喜論い) �4�5ｨ7H4h�ｸ6y�Y��ﾝﾂゴ���
クロルビリボス乳剤(40) 

アセタミプリド水溶剤(20 
スビネトラム水和剤(ll.7) 

100%(影着たいへん論い) �788ｨ7�7ｸ5�8�6�8ｹ?ｸﾝﾂイR��

DMm乳剤(40) 

ビフエントリン水和剤(7.2) 

メソミル水和剤(45) 

クロチアニジン水溶剤(16) 

ジノテフラン水溶抽(20 

シアントラニリブロール水和剤(10.2) 

カルタツプ水薄綿(75) 
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3.　　圃握試験による土着天敵類に対する各種農薬の影富

合ビレ系や有機リン系など8種の殺虫剤について､天敵類に対する影響を圃場にお

ける散布試験によって評価した｡この試験では､各種薬剤の散布前､散布1､ 2および

3週間後に粘着板への叩き落とし調査を行い､粘着板に捕獲された様々な土着天敵を分

類し､捕食性ダニ類(カブノダ二､ハモリダニ､テングダニ) ､寄生蜂類､捕食性昆虫

類(テントウムシ､クサカケロウ､カマキリ､捕食性タマパ工など) ､クモ類の4つ

の分類群にまとめて密度推移を調べた｡

第5図に捕食性ダニ類の補正密度指数の推移を示す｡散布7日後に補正密度指数が

50を切った薬剤区は､ DMTP､トルフ工ンビラド､ビフエントリンであり､ DMTP

とトルフ工ンビラドは散布3週間後まで50以下で推移した｡一方､フ工ンピロキシ

メート･ププロフ工ジン､アクリナトリン､クロルフ工ナピル区では大きな密度低下は

認められなかった｡同様に､寄生蜂類では､合ピレ剤区ではいずれの薬剤でも密度低下

が顕著であった｡捕食性昆虫では､クロルフェナピル､スピロメシフ工ン､フ工ンピロ

キシメート･ププロフ工ジンを除く薬剤区で補正密度指数が50以下で推移し､悪影響

が認められた｡クモ類では､合ピレ系のビフエントリン区で散布後に密度が低下し､密

度指数50以下が3週間後まで続いたものの､本剤以外ではばらつきが大きく､薬剤

の影響は不明瞭であった｡

恋湛鞍椀増結

散布前　　　　7日後　　　14日後　　　21日後

一子･シラフルオフェン水和剤

_○_アクリナトリン水和剤

一軍-ビフェントリン水和剤

一〇_DMTP乳剤

_潔_スピロメシフェン水和剤

_●_フェンピロキシメート･ブプ

ロフェジン水和剤

_+クロルフェナピル水和剤

_4_トルフェンビラド乳剤

第5図　圃場試験における捕食性ダニ類(カブノダ二､ハモリダニ､テングダニ)に対する

音程農薬の影響(小澤. 2013)
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おわりに

茶園に生息する土着天敵に対する各種農薬の影響評価の結果から､有機リン系や合ピ

レ系といった非選択性殺虫剤の殺虫活性は総じて高く､ IGR系や殺ダニ剤など選択性殺

虫剤の殺虫活性は総じて低い傾向は認められた｡しかし､天敵の程類によって個別の農

薬の殺虫活性にはばらつきがみられ､同じテントウムシ科の天敵であっても､ハレヤヒ

メテントウは有機リンにやや強く､一方､ヒメアカホシテントウは非常に弱いといった

種問の差異が認められ､ネオニコ系はテントウムシ類に対しては殺虫活性が高いが､寄

生蜂類に対してはあまり高くないことも判明した｡また､マシン油については､成虫や

幼虫が間接的に暴露する場合には殺虫作用はないが､寄生蜂の蛸(マミー)が直接暴露

した場合には強い羽化阻害作用があることが示唆された｡一般に天敵類に影響が少ない

と考えられているジアミド系では､チヤで普及している3剤間で殺虫活性に差異があ

り､スペクトラムの広いシアントラニリブロールは､クロツヤテントウなどの天敵昆虫

に強い殺虫活性が認められた｡以上のように､たとえ選択性殺虫剤であっても農薬と天

敵種の組み合わせによっては悪影響が懸念されることが判明し､天敵保護と防除を両立

させるためには､保護すべき天敵種を明確にした上で､天敵の発生時期にあわせたきめ

細かな農薬の選択と体系化が必要となろう｡

参考文献

小澤助人(2005)関東病虫研報52:1 15-1 18. (ハレヤヒメテントウに対する農薬影

響)

小澤朗人(201 3)静岡農林研研報6:1 9-24. (圃場試験による農薬影響)

小澤朗人･内山　徹(2014)関東病虫研報61:159-162. (シルベストリコパチ蛸に

対する農薬影響)

小澤朗人･内山　徹(2015)関東病虫研報62:149-152. (茶園のテントウムシ相)

小澤朗人･内山　徹(2016)応動昆60: 45-49 (クロツヤテントウに対する農薬影

響)

小澤朗人･内山　徹(2016)関東病虫研報63:102-104. (ヒメアカホシテントウに

対する農薬影響)

小澤朗人･内山　徹(2018)静岡農林研研報11:13-32. (茶園の寄生蜂相)
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生物的防除部会

平成30年度　第1回講演会のお知らせ

下記のとおり生物的防除部会　平成30年度第1回講演会を開催いたします｡
｢果樹園のハダニ類の密度抑制に土着カプリダニを利用する防除体系確立の取り組み｣と

『桜の名所の存続に影響を与えると注目されている話題の新規害虫である｢クビアカツヤカ

ミキリ｣関する知見､防除対策』など話題性のある講演を予定しています｡

会員各社の普及担当･営業担当の皆さんは関心の高い話題と思います｡

会員の皆様はじめ多くの方々がご聴講くださいますようにお願い申し上げます｡

記

日　時:平成30年6月12日(火)　午後3時00分～5時00分
r=

場　所　:　東京農業大学1号館　4階　433教室

世田谷キャンパス案内図参照

講演会　:

演題1 ｢土着カプリダニ類を生かしたモモとナシのハダニ類管理｣

福島県農業総合センター果樹研究所　荒川昭弘　氏

<　講演要旨　>

近年土着天敵の利用研究が活発である｡果樹分野では土着カプリダニ類の保護利用

が検討されている｡私たちは､落葉果樹のモモやナシのハダニ類を低密度に抑えるた

めに､土着のカプリダニ類を保護する試みを続けている｡モモではカプリダニ類に影

響が少ない選択性殺虫剤を主体に防除体系を組み､保護できることを示した｡さらに
アップルミントに注目してその機能を調べている｡ナシでも殺虫剤散布を極力減らし

た虫害防除技術の実証研究を行い､選択性殺虫剤のみで防除する体系と下草管理を組

み合わせることで殺ダニ剤ゼロを目指している｡現地での防除の現状とともにその経
緯を紹介する｡

演題2　｢徳島県内モモ産地におけるクビアカツヤカミキリの被害拡大の状況と
その対策について｣

徳島県立農林水産総合技術支援センター　中野　昭雄　氏

<　講演要旨　>

徳島県内には､北東部の阿讃山麓一帯を中心にモモが約44ha栽培されている｡ク

ビアカツヤカミキリの被害は､このような地域の板野町内､主に2地区で2015年7

月に確認された｡しかし､既発生の他都府県とは異なり､その当初からモモ樹に対す
る被害が著しく､ 2年後(2017年)には西隣の上板町にまで拡大した｡両町内のモ

モ園は団地化されておらず､水田や住宅地と､上板町内ではカキ園と混在しており､

そのような状況下でも網羅的に被害は確認された｡

本程を防除するため､農薬登録拡大試験の実施やフェロモン剤の有効性の検証を進
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める一方､樹体のネット被覆や人海戦術による成虫の捕獲活動を行ってきた｡

講演では､これら試行した防除対策の成果や失敗事例を紹介するとともに､今後試
衛する防除技術の展望と撲滅に向けた課題等を併せて議論する｡

なお､講演会終了後､講演者らを囲んでの懇親会(参加費3000円)を予定してい
ます｡ぜひご参加ください｡

[講演会への参加申し込み･お問い合わせは
生物的防除部会会長　根本　久　nemoto.biocont@gmail.comまで

お願い致します｡

ヽ

平成30年度総会　開催のお知らせ

平成30年度､生物的防除部会の総会を下記の通り開催いたしますのでご多用とは思
いますが､会員各位のご出席をお願い致します

記

日 倬��平成30年6月12日(皮)午後2時～午後2時30分 

場 傀｢�東京農業大学1号館4階433教室 

世田谷キャンパス案内図参照 

義 侏��1)平成29年度事業報告および会計報告､監査報告 

2)平成30年度事業計画案および予算案 
3)会則改正について 

4)ニュースレターの配信について 

5)その他 
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東京農業大学世田谷キャンパス　へのアクセス

場 粕�,Yjh�ﾂ)E��馗�/�<�z���

.､JBt.tat ,..ぞ7.三… ��やﾒﾒﾔ�"�

･書__i,"r鴫 一一へ左….-- ��

tI '4-

学部黒鯛生拙筆郵`境的学績`検相調か細紬.騒動大学

像静　子156-8502　東京書物田谷恒離農十十l

小田a録

◆筆書tT重

要事的15分

◆千後継ttT重

義夢的15分

パス的5分<手車船場京一置大観>

青さ′くス　謙谷麟鋸-(濃23)　書々力後車断行-(書出　相賀簾6-･照Oi)

.凧山の手職

◆裏書tT書く裏書teP)

パス的持分　く淡谷教一農大動>

小fllIパス　慮農学○鋤簾お口抒･････････(.羨2●)細布置裏口行･･,･･･････譲26!

青書パス　成農学〃動脈毒口希--〟(謙抑　強篇ヶ谷大農簾拾･-俄231

東豊田○重商輸

◆購賃置下書

き多的20分

パス的IO分く照章一置大観>

重きパス　tB田谷自負全教6･････････(細抑　物置ケ谷大農青嶋･･.･･････網OIJ

小田急線　経堂駅
から徒歩

青嶋輸
義手宣船籍

●後篇
垂垂
簾●築後着後後

篇●継

′　　　1ユタク･ノ｣ン　書生食後

夢魔東　　　　　　軍●軍費●

テニスつ,-ト

復丘アリーナ グラウンド

テニスコート

圏コ囲国

籍一軍ミ字義
篇一軍筆書強尊書購

."∴囲-I 奉襁�+yJﾒ�x�ｲ�

第三::,:::r':ii"'m 剪n漢 購重複基 
17書● 

1号館4抵433教室語調後置季● 

講演会会場.-.ど ��ｸ�ﾈ馼ﾎ2��(�ｸ���B�
t oe置 ����ｶVR�

義教章一重と置き 途rｸ5ﾈ�8ﾉ2ﾂｸ耳自8ﾈｷﾙ68��/xﾘ)�ﾂ�

0着着後ー バイオリウムー一一 冽�棹踊*�.x6�5��

～12一一


